
 
Potassium Sulfate  

CAS 7778-80-5  

K2SO4 174.26 









Potassium Sulfate 
 
K2SO4                                                  174.26 
Potassium sulfate [7778-80-5] 

(K2SO4)99.0%  
 

 
(1)  pH5.5 8.5(1.0g 20ml) 

(2)  Pb 2.0μg/g  
5.0g 100ml (1→4)40ml

5
(1→2)10ml

200ml
100ml

(3→100)5ml 5
10ml 5

1ml
100ml 10ml

1  
(3)  30μg/g  

0.20g (4mol/L)25ml
25ml 3ml

1,000ml 2ml
(2mol/L)50ml

5ml
1 2 pH1.8 2.2 60ml

10ml
0.2g

2,3- 5ml 100
5.0ml 2

3,000 10
(2mol/L)50ml

378nm

 
(4)  As2O3 4.0μg/g  (0.50g 1  B) 



0.5g 200ml 1ml
(3→25)8ml

1 (5 C)

500 600
 

 
(g)×0.7466 

(K2SO4 ――――――――――――――――――――――― 100(%  
(g) 

  

Na2SeO3  
97.0%  

(1) (2.0g 20ml) 
(2) (1) 5ml 10ml

(1 3) pH6.0 (2 3)1ml
25ml (1 10)2ml 30

 
1g 200ml 20ml
200ml 200ml

80ml 3g (2 3)5ml
5 0.1mol/L

0.5ml

 
0.1mol/L 1ml 4.324mg Na2SeO3 

 
180ml 1,000ml  

 
360ml 1,000ml  

 
69 70% 6.4ml 65 66%

6.9ml 60 61% 7.6ml 1,000ml
 

 

2.19g (0.1mol/L)
1,000ml 1ml (Se)1mg  
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硫酸カリウムの規格設定の根拠  

 

 主に，JECFA規格（以下｢JECFA｣という。），FCC規格（以下｢FCC｣という。）及び

EUの食品添加物規格（以下｢EU｣という。）を参考とし，第8版食品添加物公定書（以下｢公

定書｣という。）及び第16改正日本薬局方（16局）も参考に成分規格案を設定した。 

 

化学式，分子量  

JECFA 及び EU では化学式 K2SO4，分子量 174.25，FCC では化学式 K2SO4，分子量

174.26 としている。原子量表(2010)に基づいて分子量を計算すると，174.25920 となるこ

とから，本規格案では化学式は K2SO4，分子量は 174.26 とした。 

 

含量  

 JECFA及びEUでは99.0％以上とし，FCCでは99.0～100.5％としている。公定書では，

含量について，上限値を記載しない場合は，上限値＝100.5%を意味しており，国際整合性

から，本規格案では，含量 99.0％以上とした。 

 

性状  

 JECFA 及び EU では「無色若しくは白色の結晶又は結晶性の粉末」とし，FCC では「無

色若しくは白色の結晶又は結晶性の粉末。1g は約 8.5ml の水に溶け，アルコールには溶け

ない。1:20 水溶液は pH 5.5～8.5。」としている。本規格案では国際整合性から JECFA

に倣い，「無～白色の結晶又は結晶性の粉末」とした。 

 

確認試験  

 JECFA及びEUでは，カリウム塩の確認，硫酸塩の確認，溶解性及び液性(pH)を規定し，

FCCでは，100mg/mlの試料液についてカリウム塩の確認を規定している。本規格案では，

JECFA，FCC及びEUに採用されているカリウム塩の確認試験並びにJECFA及びEUで採

用されている硫酸塩の確認試験を採用することとした。JECFA及びFCCのカリウム塩の確

認試験並びにJECFAの硫酸塩の確認試験は，公定書の一般試験法 定性反応試験法のカリ

ウム塩及び硫酸塩の試験法とほぼ同様であることから，本規格案では，公定書の一般試験

法を採用することとした。 

 

純度試験  

(1) 液性  

 JECFAとEUでは確認試験に，FCCでは性状に記載され，いずれもおよそ5％の水溶液に

ついて，pH5.5～8.5としている。本規格案では、公定書の液性の記載方法に倣い，「液性  

pH 5.5～8.5 (1.0g，水20ml)」とした。 

(2) 鉛   

JECFA，FCC 及び EU では 2mg/kg 以下としている。本規格案では国際整合性から 

JECFA に倣い，同水準の規格値を採用することとしたが，他の添加物の規格値との整合

（別紙２） 
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性を考慮して，小数第 1 位までを有効数字とし，「Pb として 2.0µg/g 以下」とした。本品

は硫酸塩であり，硫酸が鉛の測定の際に妨害となることから，ピロリジンジチオカルバミ

ン酸アンモニウム(APDC)-酢酸ブチル抽出-原子吸光光度法により試験を行うこととした。 

(3) セレン  

 JECFA及びEUでは30mg/kg以下とし，FCCでは5mg/kg以下としている。本規格案では， 

JECFAと同水準の規格値とし，「Seとして 30µg/g以下」とした。試験法は，FCCの方法

（JECFAもほぼ同様）を準用した。なお，測定波長は「サッカリンカルシウム」に合わせ，

378nm付近とした。 

(4) ヒ素  

 JECFA及び FCCでは設定されていないが，EU では Asとして 3mg/kg以下としている。

公定書の硫酸ナトリウム及び硫酸カルシウムでは「As2O3 として 4.0µg/g 以下」としてい

るため，本規格案ではこれらに準じて，「As2O3 として 4.0µg/g 以下」とした。 

 

定量法  

 JECFA及びFCCでは，塩化バリウムを用いて硫酸バリウムを生成させ，その重量を硫酸

カリウムに換算する定量法が設定されていることから，本規格案でも，同定量法を採用す

ることとした。なお，強熱条件については，JECFAには記載がなく，FCCでは800±25℃

（恒量）と規定されているが，同様の試験法が採用されている16局の硫酸カリウムの定量

法では500～600℃（恒量）と規定されていることから，500～600℃とした。 

 

上記以外の JECFA，FCC 及び EU に設定され，本規格では採用しなかった確認試験項目  

JECFA及びEUでは確認試験に，FCCでは性状に溶解性を採用されているが，確認試験

として溶解性の項を設定する必要はないと考えられるため，本規格案では溶解性に係る規

格は採用しないこととした。 

また，EUでは水銀の規格が設けられているが，混入の恐れが少ないこと，JECFA及び

FCCの規格で採用されていないことから，採用しないこととした。 

 



JECFA FCC EU
99.0% 99.0% 99.0 100.5% 99.0%

100mg/ml

  

 pH5.5 8.5
 (1.0g 20ml)

(1 20)
pH5.5 8.5
Identification

1:20 pH5.5 8.5
Description

5% pH5.5 8.5
Identification

2.0μg/g 2mg/kg 2mg/kg 2mg/kg
30μg/g 30mg/kg 5mg/kg 30mg/kg
As2O3 4.0μg/g As 3mg/kg

1mg/kg
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これまでの経緯 

 

平成１９年２月６日    厚生労働大臣から食品安全員会委員長あてに 

食品添加物の指定に係る食品健康影響評価を依頼 

平成２０年 ６月１７日  第５９回食品安全委員会添加物専門調査会 

平成２０年 ９月２９日  第６２回食品安全委員会添加物専門調査会 

平成２４年 ８月２１日  第１０９回食品安全委員会添加物専門調査会 

平成２４年 ９月２６日  第１１０回食品安全委員会添加物専門調査会 

平成２４年１０月２５日  第１１１回食品安全委員会添加物専門調査会 

平成２４年１１月２６日  第４５５回食品安全委員会（報告） 

平成２４年１１月２７日  食品安全委員会における国民からの意見募集 

                       （～平成２４年１２月２６日） 

平成２４年１１月２７日  薬事・食品衛生審議会へ諮問 

平成２４年１２月 ６日  薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会添加物部会 

 

 

●薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会添加物部会 

［委員］ 

                                 ※部会長  

 

 

 

氏  名 所   属 

穐山 浩 国立医薬品食品衛生研究所食品添加物部長 

井手 速雄 東邦大学薬学部教授 

井部 明広 実践女子大学生活科学部食生活科学科教授 

小川 久美子 
国立医薬品食品衛生研究所安全性生物試験研究センター 

病理部長 

鎌田 洋一 国立医薬品食品衛生研究所衛生微生物部第三室長 

北田 善三 畿央大学健康科学部教授 

佐藤 恭子 国立医薬品食品衛生研究所食品添加物部第一室長 

中島 春紫 明治大学農学部農芸化学科教授 

堀江 正一 大妻女子大学家政学部食物学科食安全学教室教授 

山内 明子 日本生活協同組合連合会執行役員組織推進本部本部長 

由田 克士 大阪市立大学大学院生活科学研究科教授 

吉成 浩一 東北大学大学院薬学研究科薬物動態学分野准教授 

若林 敬二※ 
静岡県立大学環境科学研究所大学院食品栄養環境科学研究院 

化学環境研究室教授 

（参考） 


